




Ⅰ 水道事業会計

予算概況 １

水道事業会計予算(案)の施策体系 ３

主要事業 ４

Ⅱ　工業用水道事業会計

予算概況 １３

主要事業 １３

Ⅲ 資料

予算(案)概要表

水道事業会計 １５

工業用水道事業会計 １６

財政見通し（平成28年度～31年度）<水道事業会計> １７

災害用地下給水タンク・配水池等一覧 １８

目　　　　　次



予 算 概 況

(１)　水道料金収入

(２)　施設の老朽化対策や耐震化のための事業費の確保

(３)　環境保全・お客さまサービス・社会貢献のための予算の計上

(４)　経費削減と財源確保

(５)　純損益、累積資金残額と企業債残高

Ⅰ 水 道 事 業 会 計 

 高度経済成長期に拡張・増強した水道施設の老朽化が進んでおり、安全で良質な水を安

定してお届けするため、施設の更新や耐震化が大きな課題となっています。このため、ア

セットマネジメントの考え方に基づく施設の適正な維持保全や老朽管の計画的な更新、配

水池等基幹施設の整備を推進するとともに、災害対応力を強化するため、横浜市管工事協

同組合など民間事業者との連携を強化します。 

 これらの取組を進めるため、厳しい経営環境の中においても、経費削減や財源確保に取

り組むことにより、28年度に比べ５億円増の366億円の※施設等整備費を確保しています。 

  
  

 給水戸数は増加しているものの、一戸あたりの使用水量が減少していることから、28年
度の688億円に比べ６億円減収（△0.9％）の682億円を見込んでいます。 

 平成29年度は、水道料金収入が引き続き減少する厳しい経営環境が見込まれますが、２年

目となる「水道事業中期経営計画（平成28～31年度）」を着実に推進することにより、将来

を見据えた持続可能な事業運営を行っていきます。 
 このため、水道施設の更新・耐震化を推進するとともに、熊本地震の支援活動を通じて得
た課題を踏まえ災害対応力を強化するほか、徹底した経費削減や資産の有効活用により財源
を確保し、環境保全やお客さまサービスの拡充、国内外の社会貢献などに取り組みます。 

 また、施策や事業の実施にあたっては、民間企業や大学、自治会など様々な担い手とそれ

ぞれの強みを活かした公民連携を推進するなど、民間の力を最大限取り入れることにより、

市内企業の育成や経済の活性化に繋げていきます。  

 自然流下系施設の優先整備やエネルギー効率に優れたポンプ設備への更新等により、

環境に配慮した施設整備を進め、環境未来都市として環境保全活動に貢献します。 

 29年度は近代水道創設130年を迎える年であることから、お客さまに水道を身近に感

じていただける事業に取り組むなど情報の発信やサービスの向上に努めます。 

 また、地域社会の課題解決や市内経済の活性化に取り組むとともに、横浜ウォーター

株式会社と連携して横浜水ビジネス協議会会員企業の海外水ビジネス展開や国内水道事

業体への支援活動を推進します。 

 当年度純損益は、水道料金収入等の減少に伴い、28年度に比べ５億円減となる68億円

の純利益を計上しています。 

 累積資金残額については、純利益の減少や企業債償還金の増加等に伴い、28年度に比

べ22億円減少し156億円を見込んでいます。 

 また、企業債残高は、16億円減の1,631億円となる見込みです。 

 様々な視点から業務を見直すことにより人件費や維持管理費、企業債支払利息など、

徹底した経費削減に取り組みます。また、水道局が保有する資産について一層の有効活

用を進めるとともに、水道施設の更新のための資金となる国庫補助金等、財源の確保に

努めます。 

※施設等整備費：修繕費等（収益的支出）と建設改良費等（資本的支出）の合計 
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【業務の予定量】

※「職員数」は、再任用職員等を含む常勤職員の見込み人数

【財政収支】

うち動力費

うち修繕費等

注(1)(2)　平成28年度予算の累積資金残額及び企業債残高は、平成27年度決算を反映した後の額

区 分 平成29年度 平成28年度 増△減 増減率(％)

給 水 戸 数 1,855,000戸 1,833,000戸 22,000戸 1.2

職 員 数 1,564人 1,588人 △ 24人 △ 1.5

（単位：百万円）

年 間 総 給 水 量 404,785,000㎥ 407,705,000㎥ △ 2,920,000㎥ △ 0.7

１日平均給水量 1,109,000㎥ 1,117,000㎥ △ 8,000㎥ △ 0.7

区 分 平成29年度予算(案) 平成28年度当初予算 増△減 増減率(％)

収益的収入 85,608 86,405 △ 797 △ 0.9

うち水道料金 68,181 68,806 △ 625 △ 0.9

収益的支出 77,107 77,374 △ 267 △ 0.3

3,372 △ 175 △ 5.2

△ 0.1

2,485 2,647 △ 162 △ 6.1

9,589 8,927 662 7.4

24,054 24,088 △ 34

うち特別損失 35 35 0 0.0

差 引 8,501 9,031 △ 530 －

うち人件費 11,741 12,306 △ 565 △ 4.6

うち物件費等

うち企業団受水費 16,580 16,503 77 0.5

うち支払利息等 3,197

当 年 度 純 損 益 6,772 7,319 △ 547 －

資本的収入 13,972 11,319 2,653 23.4

うち企業債 11,955 9,145 2,810 30.7

資本的支出 40,629 37,104 3,525 9.5

3,672 37.1

差 引 △ 26,657 △ 25,785 △ 872 －

うち建設改良費等 27,020 27,133 △ 113 △ 0.4

うち企業債償還金 13,574 9,902

企 業 債 残 高 163,147 △ 1,618 －

当年度資金収支 △ 2,171 △ 1,232 △ 939 －

累 積 資 金 残 額 15,623 △ 2,171 －注(1) 17,794

注(2) 164,765

716 709 704 701 702 688 682 

150 145 135 123 112 123 117 

317 337 325 346 345 361 366 
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水道料金収入・施設等整備費・人件費の推移 （億円） 

水道料金収入 

施設等整備費 

人件費 
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（４） 　水道局資産の有効活用

（１） 　人材育成による組織力の向上

（２） 　業務改善の推進

（３） 　経費削減の取組

（５） 　横浜ウォーター株式会社との連携推進

（２） 　市内中小企業振興と技術力向上支援

（３） 　国際貢献の推進

（５） 　水利用実態調査の実施

（１） 　障害者施設等への発注促進

（４） 　横浜水ビジネス協議会の海外展開支援

　ＩＣＴの活用などによるサービスの向上

（４） 　検針用端末のスマートデバイス化

（１） 　暮らしに身近な水道を実感できる取組

（２） 　横浜水道の歴史を伝える取組

（３）

（２） 　水源エコプロジェクトW-eco・p（ウィコップ）

（３） 　市民ボランティアによる水源林の整備

（１） 　環境に配慮した施設整備

（４） 　「はまっ子どうし The Water」による水源保全

（６） 　電機・計装設備の更新

（７） 　管路の更新・耐震化

（４） 　道路内給水管の更新・耐震化

（５） 　基幹施設の更新・耐震化

　応急給水体制の充実

（３） 　災害時給水所等の整備

（６） 　子どもたちが水道水を飲む文化を育む事業

（１） 　熊本地震を踏まえた災害対応力の強化

（２）

（４） 　小雀浄水場活性炭注入設備の更新

（５） 　水道水の品質管理の徹底

（２） 　水源水質保全対策等の促進

（１） 　道志水源林の保全

（３） 　西谷浄水場の再整備

平成29年度水道事業会計予算(案)の施策体系 

１ 安全で良質な水 

２ 災害に強い水道 

３ 環境にやさしい水道 

４ 充実した情報とサービス 

５ 国内外における社会貢献 

６ 持続可能な経営基盤 

拡 

拡 

新 

拡 

新 

新 

中期経営計画（28～31年度） 

における施策目標 
主要事業 

    は新規事業    は拡充事業 新 拡 

拡 
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予 算 概 況

(１)　工業用水道料金収入

(２)　耐震化促進等のための建設改良費の確保

(３)　経費の削減と財源の確保

(４)　純損益、累積資金残額と企業債残高

主 要 事 業

Ⅱ 工 業 用 水 道 事 業 会 計 

  工業用水道事業は、供給事業所の生産施設の移転等による契約給水量の減量により、長期間にわ

たって料金収入の微減傾向が続いています。一方で、供給開始から50年以上が経過した施設の老朽

化や震災時における断水の影響等を考慮した更新・改良を着実に進めていく必要があります。 

 29年度は、中期経営計画（28～31年度）に掲げた目標の達成に向けた着実な事業の推進のため、

徹底した経費の削減や資産の有効活用などによる財源確保を図り、持続可能な財政運営の実現を目

指すとともに、計画に基づいた更新改良による施設の耐震化を推進します。 

 長期的な微減傾向は続くものの、29年度は契約給水量の増に伴い、28年度の28億800万円に

比べ200万円増(0.1％)の、28億1,000万円を計上しています。 

 徹底した内部管理経費の削減に取り組むとともに、工業用以外の用途も含めた新規ユー

ザーの開拓や、用地の貸付など資産の有効活用を進め財源の確保に努めます。 

 また、建設改良費の財源として国庫補助金の確保に努めます。                     

 安定給水の確保のため、計画的に老朽管の更新による耐震化を図ります。建設改良費は、

28年度で小雀浄水場内の薬品注入設備が完成したことなどにより、28年度に比べ３億4,400万

円減（△16.9％）の16億9,400万円を計上しています。 

 当年度純損益は、固定資産除却費の増加等により、28年度に比べ5,200万円減の４億3,400

万円の純利益を計上しています。この結果、累積資金残額は23億1,800万円となる見込みです。 

 また、企業債残高は、28年度に比べ１億1,800万円減の30億7,800万円となる見込みです。  

 昭和40年前後に布設した漏水・破裂等が発

生する恐れのある老朽管を対象に、計画的に

耐震化するとともに、老朽化した電気機械設

備などについても更新し、給水の安定を確保

します。 

 29年度は、管路総延長約90kmのうち1.3km

を更新することにより、耐震化率は46％に向

上します。 

 １ 施設の更新・耐震化 
 16億9,400万円 
(20億3,800万円） 

（鶴ケ峰沈でん池） 

 新規ユーザーの獲得に向け、経済局の企業立地部門などと連携す

るとともに、工業用水道事業を知っていただく取組の一環として、

主要施設である鶴ケ峰沈でん池の見学会等により、事業のＰＲやイ

メージ向上を図ります。 

 100万円 
（－万円） 

 ２ 新規ユーザーの獲得に向けた取組 
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【業務の予定量】

増△減 増減率(％)

0か所 0.0

200㎥ 0.1

0人 0.0

※「職員数」は、再任用職員を含む常勤職員の見込み人数

【財政収支】 （単位：百万円）

増減率(％)

3,046 3,065 △ 19 △ 0.6

2,810 2,808 2 0.1

2,499 2,441 58 2.4

251 222 29 13.1

1,287 1,318 △ 31 △ 2.4

61 67 △ 6 △ 8.6

547 624 △ 77 －

434 486 △ 52 －

193 198 △ 5 △ 2.8

149 156 △ 7 △ 4.5

1,966 2,311 △ 345 △ 15.0

1,694 2,038 △ 344 △ 16.9

267 268 △ 1 △ 0.6

△ 1,773 △ 2,113 340 －

△ 545 △ 908 363 －

2,318 注(1) 2,862 △ 544 －

3,078 注(2) 3,196 △ 118 －

注(1)(2)　平成28年度予算の累積資金残額及び企業債残高は、平成27年度決算を反映した後の額

平成28年度

平成29年度予算(案)

平成29年度

66か所供 給 事 業 所 数

１日当たり契約給水量

職 員 数

66か所

258,800㎥

28人

うち支払利息等

259,000㎥

28人

増△減

差 引

区 分

区 分

収益的収入

うち工業用水道料金

収益的支出

平成28年度当初予算

企 業 債 残 高

当 年 度 純 損 益

累 積 資 金 残 額

うち人件費

うち物件費等

うち企業債償還金

差 引

当 年 度 資 金 収 支

資本的支出

うち建設改良費

資本的収入

うち企業債

 工業用水は、製造業などの工業

用はもちろん、商業用ビルなどの

冷暖房・トイレ用水、動物舎の清

掃、植物工場などで、雑用水とし

ても使用することができます。 

水道局では、28年度にパンフ

レット「工業用水道新規ご利用ガ

イド」をわかりやすくリニューア

ルするとともに、ホームページ上

で工事費などの初期費用の概算額

を、簡単に試算することができる、

「ウエブでかんたん！お見積り

サービス」を開始し、新規利用の

獲得に努めています。

コラム

「ウエブでかんたん！お見積りサービス」

工事費などの初期費用概算額が簡単にわ

かるウエブサービスを開始しました。 

http://www.city.yokohama.lg.jp/suidou/kyoku/kougyo-yousui/ 

「新規ご利用ガイド」

ホームページからダ

ウンロードできます。

HP 

「工業用水道新規ご利用ガイド」と「ウエブでかんたん！お見積りサービス」
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(税  込)
（単位 ： 千円，％）

68,181,196 79.6 68,806,378 79.6 △625,182 △0.9

収 2,950,830 3.5 3,082,455 3.6 △131,625 △4.3

5,209,556 6.1 5,150,316 5.9 59,240 1.2

1,698,805 2.0 1,698,805 2.0 0 0.0

入 2,251,875 2.6 2,309,399 2.7 △57,524 △2.5

5,315,897 6.2 5,357,200 6.2 △41,303 △0.8

85,608,159 100.0 86,404,553 100.0 △796,394 △0.9

11,740,925 15.2 12,306,225 15.9 △565,300 △4.6

785,280 1.0 1,075,084 1.4 △289,804 △27.0

24,054,155 31.1 24,087,791 31.1 △33,636 △0.1

動 力 費 2,484,915 3.2 2,646,679 3.4 △161,764 △6.1

支 薬 品 費 644,733 0.8 691,566 0.9 △46,833 △6.8

修 繕 費 等 9,589,162 12.4 8,926,770 11.5 662,392 7.4

委 託 料 5,954,906 7.7 6,240,935 8.1 △286,029 △4.6

そ の 他 5,380,439 7.0 5,581,841 7.2 △201,402 △3.6

16,580,402 21.5 16,503,141 21.3 77,261 0.5

18,000 0.1 33,000 0.1 △15,000 △45.5

21,431,023 27.8 20,986,700 27.1 444,323 2.1

出 3,197,336 4.1 3,371,756 4.3 △174,420 △5.2

35,000 0.1 35,000 0.1 0 0.0

50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

77,106,841 100.0 77,373,613 100.0 △266,772 △0.3

8,501,318 － 9,030,940 － △529,622 －

1,728,905 － 1,712,326 － 16,579 －

6,772,413 － 7,318,614 － △546,201 －

11,955,000 85.6 9,145,000 80.8 2,810,000 30.7

収 294,000 2.1 393,000 3.5 △99,000 △25.2

1,372,884 9.8 1,423,925 12.6 △51,041 △3.6

332,786 2.4 347,613 3.0 △14,827 △4.3

入 17,188 0.1 9,728 0.1 7,460 76.7

13,971,858 100.0 11,319,266 100.0 2,652,592 23.4

26,726,244 65.8 26,740,250 72.0 △14,006 △0.1

基 幹 施 設 整 備 事 業 費 8,030,000 19.8 7,230,000 19.5 800,000 11.1

支 配 水 管 整 備 事 業 費 17,300,000 42.6 17,200,000 46.3 100,000 0.6

そ の 他 建 設 改 良 費 1,396,244 3.4 2,310,250 6.2 △914,006 △39.6

13,573,745 33.4 9,901,712 26.7 3,672,033 37.1

298,138 0.7 397,338 1.1 △99,200 △25.0

出 31,000 0.1 65,189 0.2 △34,189 △52.4

40,629,127 100.0 37,104,489 100.0 3,524,638 9.5

△26,657,269 － △25,785,223 － △872,046 －

6,772,413 － 7,318,614 － △546,201 －

1,728,905 － 1,712,326 － 16,579 －

16,900,406 － 16,704,584 － 195,822 －

△26,657,269 － △25,785,223 － △872,046 －

△915,547 － △1,181,812 － 266,265 －

△2,171,092 － △1,231,511 － △939,581 －

17,794,493 － 19,026,004 － △1,231,511 －

15,623,401 － 17,794,493 － △2,171,092 －

163,146,597 － 164,765,342 － △1,618,745 －

構成比
区                     分

金           額 構成比 金          額

平成29年度当初予算 平成28年度当初予算

　　平成29年度水道事業会計予算（案）概要表 （対前年度比較）

長 期 前 受 金 戻 入

水 道 料 金

収

益

的

収

支

浄 水 受 託 収 益

水 道 利 用 加 入 金

そ の 他

（ う ち 退 職 給 付 費 ）

企 業 団 受 水 費

企 業 団 補 助 金

減 価 償 却 費 等

支 払 利 息 等

増       △       減

金          額 増減率

他 会 計 繰 入 金

前 年 度 末 資 金 残 額

累 積 資 金 残 額

計

純 損 益

消 費 税 等 調 整 額

計 （ 当 年 度 資 金 収 支 ）

資

本

的

収

支 企 業 債 償 還 金

資 本 的 収 支 差 引

そ の 他

国 庫 補 助 金

資 本 的 収 支 差 引

投 資

資

金

収

支

当 年 度 分 損 益 勘 定 留 保 資 金

退 職 手 当 支 給 額

計

建 設 改 良 費

予 備 費 等

計

人　　　　件　　　　費

収 益 的 収 支 差 引

特 別 損 失

予 備 費

物 件 費 等

計

一 般 会 計 出 資 金

工 事 負 担 金 等

消 費 税 等 調 整 額

純 損 益

企 業 債

注（２） 平成28年度予算の当年度分損益勘定留保資金は、長期前受金戻入額△5,357,200千円、退職給付費1,075,084千円を含む

企 業 債 残 高

注（３） 平成28年度予算の前年度末資金残額は、平成27年度決算の資金残額

注（４） 平成27年度決算を反映した後の企業債残高見込額

注（１） 平成29年度予算の当年度分損益勘定留保資金は、長期前受金戻入額△5,315,897千円、退職給付費785,280千円を含む

注（４） 

注（２） 注（１） 

注（３） 

資料１ 
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　　本財政見通しは、中期経営計画（平成28年度～31年度）の財政収支計画に27年度決算、

　29年度予算を反映し試算したものです。

　　その結果、31年度末の累積資金残額は67億円になる見込みです。

〔単位：億円〕
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度
（決算） （当初予算） （予算案） （計画） （計画）

880 864 856 838 827

702 688 681 665 656

178 177 175 173 172

753 774 771 773 763

507 530 525 531 520

うち人件費 112 123 117 120 117

211 210 214 212 214

35 34 32 31 29

111 73 68 47 46

99 96 109 99 103

79 74 89 87 92

19 21 20 12 11

384 354 376 366 375

263 267 267 269 277

116 82 106 95 96

5 4 3 2 1

△285 △258 △267 △267 △272

159 167 169 169 171

117 78 76 56 54

△10 △12 △22 △42 △47

190 178 156 114 67

(162) (150) (121) (78) (32)

1,655 1,648 1,631 1,623 1,618
※各項目の数値を四捨五入しているので、合計の額が合わない場合があります。
※27年度の繰越工事は原年度に繰り戻しています。
※28年度予算の累積資金残額と企業債残高は、27年度決算を反映した後の額です。

■財政見通し（平成28年度～31年度）＜水道事業会計＞

区　　分

水道料金

その他

収
益
的
収
支

収益的収入

収益的支出

維持管理費

減価償却費等

当年度純損益（税抜）

資本的支出

累積資金残額

損益勘定留保資金

その他

その他

企業債償還金

（中期経営計画）

企業債残高

支払利息等

資本的収支差引

資金
収支

その他

建設改良費

資
本
的
収
支

資本的収入

資金収支

企業債

資料３
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青葉区 

町田市 

大和市 

藤沢市 

川崎市 

磯子 

三保 

川井 

矢指 
鶴ケ峰 

仏向 

菅田 

西谷 

高塚 

上永谷 

港南台 小雀 

保土ケ谷区 

鶴見区 緑区 

泉区 

瀬谷区 

奈良小 恩田小 

青葉台中 

恩田 

長津田第二小 

いぶき野小 

十日市場中 

山下小 

上瀬谷小 

川井小 

旭区 

ひかりが丘 
地域ケアプラザ 

今宿南小 

中尾 
左近山中 希望が丘中 

万騎が原中 

瀬谷中 

南瀬谷中 

県営 
いちょう団地  いずみ野中 

緑園東小 

中和田小 岡津小 
中田中 

領家中 
葛野小 

名瀬中 

秋葉小 

舞岡中 

倉田小 

飯島小 
小山台中 

小菅ケ谷地域ケアプラザ 

笠間小 本郷小 

栄区 
桂台中 

庄戸小 

戸塚中 

戸塚区 

下郷小 
横浜市消防 
訓練センター 

東俣野小 

泉が丘中 

原中 

横浜ひなたやま支援学校 

三保小 
中山中 東本郷小 

鴨居中 

美しが丘小 

嶮山小 

あざみ野中 
鉄小 

市ケ尾小 

牛久保 
牛久保小 

下田小 山田小 
日吉台小 

新田中 
新鶴見小 

樽町中   上末吉小

末吉中 
上の宮中 

鶴見 浜河 

寺尾小 

生麦小 大口台小 

島丘 
神の木公園 
浦島丘中 

場 

神大寺 
中央公園 

宮谷小 

西区 

平沼小 

新井小 

岩崎中 

今井 

平戸小 

保土ケ谷中 

星川 宮田中 
中央公園 

川辺公園 
岩井原中 

松本中 
栗田谷中 

MM 21中央地区区（ヨーヨー広場・臨港パーク・高島中央公園） 
MMM 21新港地区（カップヌードルミュージアムパーク） 

野毛山 
横浜公園 

北方小 

中区 
平楽 

仲尾台中 
間門小 

本牧南小 
下永谷 
第二公園 

上永谷中 
桜岡小 

丸山台小 

港南区 港南中
野庭中 

港南台第二小 

岡村中 

富岡東中 

富岡小 

並木中 

小柴浜公園 
金沢区 

金沢 称名寺 

金沢小 
釜利谷中 

朝比奈小 
六浦中 

洋光台 
第一中 

磯子区 

峰 
富岡中 

共進中南区 
南中 

六ツ川中 

神奈川区 
三ツ沢小 

六角橋中 

羽沢小 

国土交通省 
京京浜河川川事事務務所所 

潮田小 

寛政中 

大綱中 

新田小 

港北区 

県立新羽高 

小机小 横浜アリーナ 

篠原西小 

勝田小 
新吉田第二小 コンフォール南日吉 都筑区 

茅ケ崎小 

港北 

都田中 

つづきの丘小 

中川西小 

荏田西小 

谷本小 

東
京
湾

凡例  

災害用地下給水タンク    134か所

配水池等 23か所 

災害用地下給水タンク・配水池等一覧 

根岸中  

汐見台配水槽 

   森中 
浜中 

資料４
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